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働くルールの確立で

人間性の回復を

2013年は、争議「勝利解決」の年
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昨

年

は

、

明

治

Ｈ

Ｄ

及

び

（

株

）

明

治

の

異

常

企

業

体

質

を

告

発

し

包

囲

す

る

運

動

と

、

都

労

委

「

全

国

事

件

」

へ

の

救

済

命

令

を

確

実

に

す

る

闘

い

を

軸

に

、

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

い

て

き

ま

し

た

。

い

よ

い

よ

、

長

期

闘

争

を

勝

利

解

決

に

結

実

さ

せ

る

新

年

で

す

。

全

国

64

名

（

11

人

故

人

）

の

争

議

団

は

、

「

こ

の

ま

ま

で

は

人

生

終

え

ら

れ

な

い

」

の

決

意

で

団

結

し

、

今

春

の

都

労

委

命

令

を

契

機

に

、

全

面

解

決

に

向

け

一

気

に

全

国

運

動

を

展

開

す

る

決

意

で

す

。

決

着

の

年

！

重

ね

て

ご

支

援

を

お

願

い

し

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と

致

し

ま

す

。
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全労連・東京地評争議支援総行動

明治ホールディングス社前に、207名の怒りの声

長期争議解決の決断を迫る(2012.11.27)
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てててて

おおおお

めめめめ

でででで

とととと
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まままま

すすすす

明

治

乳

業

争

議

の

本

質

は

、

他

の

大

企

業

同

様

、

た

た

か

う

労

働

組

合

潰

し

の

不

当

労

働

行

為

事

件

で

す

。

ま

と

も

な

労

働

組

合

を

潰

し

た

結

果

、

日

本

は

1

％

（

富

裕

層

）

と

99

％

の

格

差

社

会

に

な

り

、

デ

フ

レ

不

況

に

陥

り

ま

し

た

。

明

治

Ｈ

Ｄ

は

、

他

の

大

企

業

の

争

議

解

決

に

学

ば

ず

、

争

議

を

解

決

し

な

い

た

め

株

価

低

迷

、

業

績

低

迷

で

「

危

機

的

状

況

」

を

む

か

え

て

い

ま

す

。

こ

の

争

議

を

全

面

解

決

す

る

こ

と

は

、

デ

フ

レ

不

況

か

ら

の

脱

却

、

労

使

双

方

の

利

益

、

争

議

団

の

名

誉

回

復

、

新

し

い

時

代

の

幕

開

け

に

つ

な

が

り

ま

す

。

私

た

ち

は

、

都

労

委

命

令

を

勝

ち

と

り

、

全

面

解

決

す

る

た

め

全

力

で

が

ん

ば

り

ま

す

。

本

年

は

正

念

場

で

す

。

ご

支

援

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。
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通

称

「

山

チ

ャ

ン

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

彼

は

昭

和

37

年

３

月

、

市

川

工

場

に

入

社

。

同

期

入

社

は

全

国

か

ら

集

め

ら

れ

た

高

卒

者

を

は

じ

め

１

０

０

名

を

超

え

る

。

学

校

の

教

育

と

し

て

ス

キ

ー

の

授

業

が

あ

る

新

潟

県

生

ま

れ

、

腕

前

は

１

級

品

で

、

冬

と

も

な

れ

ば

雪

の

少

な

い

出

身

県

の

仲

間

た

ち

を

連

れ

て

ス

キ

ー

場

へ

。

彼

に

ス

キ

ー

を

教

え

て

も

ら

っ

た

争

議

団

員

も

決

し

て

少

な

く

な

い

。

ま

た

、

夏

に

は

「

海

グ

ル

ー

プ

」

を

つ

く

り

、

毎

年

、

家

族

を

伴

い

素

潜

り

で

魚

や

貝

を

取

り

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

な

ど

自

然

の

中

で

、

仲

間

と

の

絆

を

作

っ

て

き

た

。

数

年

前

に

は

、

食

道

癌

を

発

症

し

、

声

が

出

な

く

な

る

と

心

配

し

て

い

た

が

、

全

摘

手

術

に

も

耐

え

み

ご

と

復

活

。

今

で

は

持

ち

前

の

美

声

で

カ

ラ

オ

ケ

を

熱

唱

し

て

い

る

。

昔

か

ら

口

数

の

少

な

い

無

口

な

「

山

チ

ャ

ン

」

だ

が

、

発

言

内

容

は

鋭

く

、

「

団

会

議

」

で

も

彼

の

発

言

に

「

ヤ

ジ

や

冷

や

か

し

」

を

聞

い

た

こ

と

が

な

い

。

ま

た

、

や

る

こ

と

は

黙

っ

て

コ

ツ

コ

ツ

と

こ

な

す

性

格

で

、

「

頼

ま

れ

た

ら

嫌

と

は

言

わ

な

い

」

、

男

は

黙

っ

て

勝

負

す

る

タ

イ

プ

だ

。

飲

み

会

の

席

で

も

、

ア

ル

コ

ー

ル

な

し

で

話

に

加

わ

り

共

に

楽

し

む

。

「

俺

た

ち

も

、

い

つ

か

、

こ

ん

な

集

会

、

や

り

た

い

な

…

…

！

」

日

立

関

連

争

議

が

、

大

詰

め

を

迎

え

た

都

内

で

の

集

会

後

の

交

流

会

で

、

私

の

前

に

座

っ

て

い

た

男

が

ボ

ソ

っ

と

呟

い

た

。

そ

の

男

を

私

は

知

ら

な

い

。

だ

が

、

そ

の

寂

し

い

言

葉

が

私

の

記

憶

に

残

っ

た

。

そ

し

て

そ

の

男

が

、

私

に

“

都

内

集

会

”

の

演

出

を

依

頼

し

て

き

た

の

で

あ

る

。

そ

の

時

か

ら

、

小

関

さ

ん

、

明

乳

争

議

団

員

と

の

交

流

が

始

ま

っ

た

。

１

９

９

９

年

10

月

、

“

千

葉

の

明

乳

争

議

団

”

は

“

都

内

デ

ビ

ュ

ー

”

を

果

た

し

た

。

そ

の

時

、

50

代

の

彼

ら

は

「

青

春

」

を

踊

っ

た

。

“

無

く

し

た

く

な

い

、

こ

の

燃

え

上

が

る

熱

い

も

の

…

…

”

。

ゼ

ー

ゼ

ー

、

息

を

切

ら

せ

な

が

ら

、

彼

ら

は

踊

っ

た

！

そ

れ

か

ら

13

年

。

明

乳

争

議

団

は

、

今

も

首

都

圏

の

争

議

団

の

中

心

的

役

割

を

担

い

続

け

て

い

る

。

彼

ら

こ

そ

「

人

民

の

子

」

な

の

で

あ

る

。

人

民

の

闘

う

歴

史

を

紡

い

で

い

る

の

で

あ

る

。

私

に

は

、

密

か

な

願

い

が

あ

る

。

そ

れ

は

「

明

乳

争

議

勝

利

集

会

」

の

演

出

を

依

頼

さ

れ

る

こ

と

で

あ

る

。
私

は

“

そ

の

日

”

を

待

っ

て

い

る

！

団員の

横 顔

山崎文明

市

川

工

場

申

立

人

山

崎

文

明

私は「その日」を待っている 明乳争議と私

松

木

さ

ん

は

『

阿

修

羅

』

と

い

う

劇

団

の

創

設

者

の

一

人

で

演

出

家

で

も

あ

る

。

今

は

国

民

救

援

会

の

一

員

で

「

大

崎

事

件

・

原

口

ア

ヤ

子

さ

ん

の

再

審

を

勝

と

る

首

都

圏

の

会

」

代

表

を

努

め

る

。

松
木

圓
さ
ん

昨年の6月29日、「北陸新聞」

東海・北陸信越のページにこ

んな記事が載った。

昨年(2011年)８月末で閉所

した学童保育の大桑児童クラ

ブ「風の子くらぶ」＝石川県

金沢市＝の元運営委員らが27

日、クラブの資金の一部を東

日本大震災の義捐金として被

災地に送り

ました。

「風の子く

らぶ」元運

営委員長の

中村利博さ

ん（争議団員）は贈呈式で

「昨年10月に金沢で開かれた学

童保育の全国集会で被災地の

人たちとも交流し、何かした

いと思っていた」と義援金の

贈呈を決めたきっかけを紹介。

「被災地の子供たちの苦労は計

り知れない。少しでも力にな

れば」と期待を

込めました。

「風の子くら

ぶ」は1980年に

父母らによって

建設されるも、自治体からの

支援の不十分があり閉所。建

物の修繕や建設費に保護者か

ら寄せられた建設資金の一部9

5万円をあてたという―。

■昨年の10月には明乳争議支

援共闘会議・争議団も被災地

の支援を行い・被災者からの

お話を伺いましたが、とかく

「権力」が人災とも言えるこの

災害を、遠くえ追いやろうと

するいま、私たちは決して「3.

11」を忘れまいと思う。

ちちちちょょょょっっっっとととと

いいいい いいいい 話話話話

◇ 明治乳業争議

支援共闘会議

「総会」

日 時 ２０１３年２月２日(土)
午後２時～

会 場 東京労働会館
（地評 ５階会議室）

◇ 新春「旗びらき」
日 時 ２０１３年２月２日(土)

午後６時～
会 場 東京労働会館

（ラパスホール）
会 費 ３,０００円

◆JR津田沼駅宣伝

日時２０１３年1月30日(水)

午後５時～６時

明治乳業争議支援

千葉県共闘会議

◆「新春交流会」

日時２０１３年1月30日(水)

午後６時３０分～

会場 市川教育会館

会費 １,０００円



（２）

東

電

福

島

原

発

の

爆

発

事

故

か

ら

、

（

株

）

明

治

の

学

校

給

食

牛

乳

・

幼

児

用

粉

ミ

ル

ク

が

セ

シ

ウ

ム

に

汚

染

、

子

ど

も

た

ち

の

命

を

守

る

た

め

、

こ

の

間

ど

の

様

な

影

響

を

与

え

て

来

た

の

か

、

支

援

共

闘

会

議

と

争

議

団

が

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

。

赤

ち

ゃ

ん

を

抱

い

た

お

母

さ

ん

か

ら

も

不

安

を

訴

え

る

発

言

等

も

あ

り

ま

し

た

。

２

０

１

２

年

１

月

28

日

28年長期争議の解決をめざす第15回支援共闘

会議総会を開催。全国都労委事件の「救済命

令」を勝取り、明治に全面解決迫る運動方針

と役員体制の強化などを確認しました。

2012年1月28日

恒例の新春の集い「争議団旗びらき」を開催、諸団体か

ら連帯と激励をいただきました。

佐藤修セレナ・ミュージックバンド演奏をメーンにしな

がら、賑々しく楽しく参加者一同、争議全面解決をと決

意を新たに固めあいました。 2012年1月28日

一人の首切りも一切の差別を許さない、この一

点で共闘を組んでいる東京争議団総行動が展開

されました。明治ＨＤに争議解決の決断求め抗

議・要請を１２０名の参加で展開しました。明

治はビル周りをバリゲートを張り、警備員を盾

に無言で対峙させる異常な企業体質をあらわに

していました。 2012年４月27日

（

株

）

明

治

関

西

支

社

（

ク

リ

ス

タ

ル

タ

ワ

ー

）

へ

の

要

請

行

動

。

若

手

社

員

30

数

名

を

バ

リ

ケ

ー

ド

を

張

り

、

消

費

者

・

婦

人

団

体

な

ど

の

要

請

を

一

切

拒

否

。

要

請

を

受

け

よ

と

抗

議

の

拳

。

２

０

１

２

年

６

月

20

日

第3回明治ＨＤ株主総会への事前質問書を15日

に提出した報告と、筆頭株主の役割を果たすこ

とを求め、みずほ銀行本店に申入れを行う。

２０１２年６月22日

（３）

明治ＨＤは放射能汚染を隠すな、子どもたちの

健康を守る要求を掲げ、折しも台風4号襲来の

下で200名の参加で銀座デモを展開しました

2012年6月19日

（

株

）

明

治

は

製

品

の

セ

シ

ウ

ム

検

査

を

行

わ

な

い

中

で

、

食

の

「

安

全

・

安

心

」

を

求

め

、

厚

労

省

、

農

水

省

、

文

科

省

、

消

費

者

庁

に

対

す

る

要

請

を

行

い

ま

し

た

。

婦

人

団

体

な

ど

12

団

体

参

加

で

行

い

、

関

係

省

庁

の

打

つ

べ

き

対

策

な

ど

要

請

を

し

ま

し

た

。

参

議

院

議

員

会

館

２

０

１

２

年

６

月

27

日

明

治

Ｈ

Ｄ

第

３

回

株

主

総

会

会

場

・

ザ

・

プ

リ

ン

ス

パ

ー

ク

タ

ワ

ー

東

京

前

に

て

、

総

会

に

参

加

す

る

前

段

で

株

主

参

加

者

に

チ

ラ

シ

を

配

布

宣

伝

。

２

０

１

２

年

６

月

29

日

明治ＨＤに、争議解決・不祥事を隠ぺいするな！

と12年最後の行動が大阪労連、石川労連、福岡労

連の旗が掲げられ、全労連・東京地評争議支援総

行動が207名参加で展開されました。明治の敵対

姿勢は相変わらずでした。 2012年11月27日

東

電

福

島

原

発

被

害

状

況

を

知

る

た

め

、

南

相

馬

市

の

小

高

区

、

原

町

区

、

鹿

島

区

を

訪

ね

野

菜

を

届

け

な

が

ら

、

実

態

を

知

り

何

が

出

来

る

か

を

交

流

し

て

き

ま

し

た

。

２

０

１

２

年

10

月

11

日

内部被ばくから子どもたちの

命を守れ！6月の銀座デモに引

き続き、秋晴れの清々しいな

かをデキシ-バンドの演奏を先

頭に、東電に直ちに原発ゼロ！

明治に製品検査の数値を公表

せよ！と西銀座通りを200名参

加でアピール、沿道から注目

を浴びました。

2012年10月20日

全

国

都

労

委

事

件

大

阪

申

立

人

・

（

故

）

伊

達

修

さ

ん

の

奥

さ

ん

が

、

お

父

ち

ゃ

ん

が

可

哀

そ

う

で

な

ら

な

い

。

差

別

さ

れ

な

が

ら

も

愛

社

精

神

か

ら

明

治

の

商

品

を

買

い

求

め

て

い

た

。

真

面

目

で

器

用

な

夫

で

し

た

。

差

別

さ

れ

る

言

わ

れ

は

な

い

。

何

と

し

て

も

救

済

し

て

く

だ

さ

い

と

訴

え

ま

し

た

。

２

０

１

２

年

12

月

10

日


